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内容

1. 認定部会の役割

2. ガイドラインの検討

3. CPI認定制度の検討

4. スケジュール

5. 情報交換

(使用実績、ASR対策、環境安全、etc)



CPI認定部会 部会員リスト

オブザーバー 米澤マーケティング部会長



認定制度部会の役割(理事会からの方針)

○会員、非会員の差別化を図るため、また、CPI会員とその製品の
信頼性を高めるため、再生骨材（まず再生ガラス骨材、その後、
コンクリート再生骨材を想定）の品質から使用方法、製造方法な
ど、必要な課題について、CPIとして必要なガイドラインや規約を
定める。

○CPI認定工場と認定する方策、条件、外部への広報までの、認定
制度の確立、維持、活用など、他の部会の協力も得て実行する。

※ガイドラインや規約を守らない会員が発生した場合の対処法をCPIブランド維持のためにも事前に決
めておく。

※具体的な活動内容は、部会において定めるが、課題に対する対応状況や、結論を得る時期などは、部
会長からCPI総会（4月、10月開催予定）で報告する。



即時脱型コンクリート製品製造用再生ガラス骨材ガイドライン

CPI:即時脱型コンクリート製品研究会（2025 年7 月1 日2026年
10月20日試行運用版）

                                                                            

１．（再生ガラス骨材の定義）

当該ガイドラインでの「再生ガラス骨材」とは,太陽光パネル表面ガラス
をはじめとする廃棄ガラスを破砕し、不純物を分別したガラスカレット
のことである。

２．（ガイドラインの目的）

当該ガイドラインの目的は、再生ガラス骨材を使用した即時脱型コンク
リート製品の品質において、再生ガラス骨材に起因する強度、耐久性、
毒性環境安全などでの問題の発生を予防することであり、また、再生ガ
ラス骨材の信頼性を確立維持することである。



３．（再生ガラス骨材の品質基準） 

再生ガラス骨材は、次の基準を満たしていなければならない。 

(1)再生ガラス骨材に含まれる、金属、プラスチック片などの不純物の総重量量の上限値は、
再生ガラス骨材重量の質量比で１%2.0％(うち、アルミニウム片の上限値は1.0%)未満である
こと。 

(2)再生ガラス骨材の最大サイズ粒径は、５ｍｍ未満、見かけ比重単位容積質量は○○1.30以
上、粒形判定実積率はJIS A 5005に準拠とする。とし、毎製造日に記録された骨材の見かけ
比重と粒度分布表が、１年間保管されていること。 (ロットの大きさについては解説に示す)

(3)再生ガラス骨材の原料に有毒な物質環境に影響を及ぼす可能性のある化学物質(鉛、カド
ミウム、ヒ素、セレン) が一定量含まれていないことを、または、当該再生ガラス骨材を使用
したコンクリート製品から有害物質が溶出されていないこと、のいずれかが、第３者により
証明されていること。また、溶出及び含有試験は、土壌汚染対策法に定められた溶出及び含
有基準を満足するものであること。 ※化学物質は、一般社団法人太陽光発電協会が策定した
ガイドライン「使用済太陽電池モジュールの適正処理に資する情報提供のガイドライン」を
参考にした。

(4)再生ガラス骨材は、取り扱い時の安全性と即時脱型コンクリート製品製造時の成形性を考
慮し、エッジ処理（角取り）したものであることを原則とする。→安全性と処理コストを勘
案して、JIS A 5005相当の「粒形判定実積率(砕石で56%以上)」で代用評価できるか要検討。
破砕のみでエッジ処理しないと、角が鋭利で危ないのかどうか、の判断を要す。

(注)日本産業規格(JIS)で関連規格が制定された場合には、この品質基準の限りではない。





エッジ処理(角取り)した再生ガラス骨材



(参考)

粒形判定実積率は、単位容積質量と絶乾密度から計算できます。

       単位容積質量1.52(kg/L)

   粒形判定実積率63.1(%)   =                                                            ×100

絶乾密度2.41(g/cm3)



(参考)

JIS A 5005による粒形判定実積率の規格値と今回試験した絶乾密度から、単位
容積質量を逆算すると以下になります。

【砕石】    単位容積質量1.35(kg/L)

   粒形判定実積率56(%)   =                                                             ×100

絶乾密度2.41(g/cm3)

【砕砂】    単位容積質量1.30(kg/L)

   粒形判定実積率54(%)   =                                                              ×100

絶乾密度2.41(g/cm3)



４．（再生ガラス骨材の使用制限及び注意事項）

（１）当該ガイドラインで規定する再生ガラス骨材の使用は、ゼロスランプコ
ンクリートを使用する即時脱型方式で製造されるコンクリート製品の製造に限
定される。

（２）再生ガラス骨材の使用量は、重量質量比で骨材総量の８％を標準とする
が、コンクリート製品の品質に影響を与えない範囲で、最大１０％まで使用で
きる。ただし、５％を超えて使用する場合は、アルカリシリカ反応を抑制する
ため、ポルトランドセメントの２０～２５％以上を高炉スラグ微粉末やフライ
アッシュなどで代替することを推奨する。

（３）再生ガラス骨材と天然骨材との物性（比重、強度、耐久性、熱膨張率、
組成等）の差を理解し、適正に再生ガラス骨材を使用しなければならない。

（４）再生ガラス骨材使用の即時脱型コンクリート製品は当該JIS 規格に準拠す
ること。また、土壌汚染対策法に定められた溶出及び含有基準を満足すること
を、第３者により証明されていることとよい。

（５）２層成形の舗装コンクリートブロックにおいては、表層骨材に再生ガラ
ス骨材を使用してはならないする場合、再生ガラス骨材はエッジ処理（角取
り）したものであること。



リスク検証のためのCPI実験案
今年10月の総会までに完成させるガイドラインは、まずCPI会員みんなで試行運用してフィード
バックをもらいながら改善していくもの、つまり試行運用版としたいと考えています。そのうえで、
リスク検証のための実験案について伺います。

ASRおよび環境安全のリスク検証

○試験体：実験室での円柱または試作機による

○ガラス添加量：0%と10%の2水準(ガイドラインの上限値10%との比較・アンチモン高濃度ガラス)

○調合：透水配合、普通配合の2水準(アンチモン溶出の懸念から透水性を含む)

○試験項目：ASR(迅速法またはデンマーク法)、環境安全(アンチモン、カドミウム、鉛、六価クロ
ム、砒素、総水銀、アルキル水銀、セレン、ふっ素、ほう素の含有および溶出試験)

結合材は、普通ポルトランドセメントでOKは最低限必要で、高炉スラグ微粉末やフライアッシュ置
換え、エコセメントなどは、やっておいた方がよいレベルだと思います。
結合材の単位量の大小、ガラス骨材の粒径の大小、なども見たいなど、キリがありませんが、CPI
で進めている現実的なところでやっておくのが効率的と思います。



CPI認定工場

• だれが認定するか?

→有識者を含めた認定委員会を発足。

東京理科大兼松先生、明治大小山先生(兼松先生より打診)、セメント技術
者(講習会を担当)、ゼネコン技術者、GRCJ(ガラス再資源化団体)、CPI(タイ
ガーチヨダグループ)で調整

• CPI会員工場を認定する(製品認定ではない)

• どうやって認定するか?

例)申請→講習会→認定書発行

【申請書類】再生ガラス骨材の品質証明書・配合表・試験成績表(JIS A 5371
に準じた物性)

【WEB講習会】コンクリート製品のASR対策・環境安全の基礎知識。

CPIガイドライン解説。



CPI認定工場制度について

「即時脱型コンクリート製品製造用再生ガラス骨材ガイドライン」を遵守して、再生ガラス骨材を使用した
製品を製造することができる工場を認定する制度。３年毎に更新(ガイドライン改定も想定して)。

CPI会員
工場

CPI事務局

申請

★申請に必要な要件
・再生ガラス骨材の試験成績表

(不純物量、密度及び吸水率、
単位容積質量、環境安全)

・実機による試作実施
・品質試験成績表提出(JIS A 5371等準拠)
・配合表(示方配合および現場配合) 
・溶出試験成績表提出(任意)

認定委員会

■認定委員会（案）
・東京理科大 兼松教授
・明治大 小山教授
・GRCJ 加藤代表理事
・鹿島 ○○氏
・CPI事務局

★審査
・提出書類を審査する
・審査後に合否を事務局に通知

審査依頼

合否通知認定証発行

★申請受理
・必要書類をチェック
・認定委員会に審査依頼

★講習実施・認定証発行
・認定証を発行し、会員に送付

認定スキーム

■講習について
・コンクリート製品のASR対策・環境安全の基礎知識に関して、リモートで講習を実施する。 講師：太平洋セメント社



スケジュール
2026年10月20日 CPI総会

2026年10月20日以以降

マーケティング部会と連携してHP上で公表。

必要に応じてガイドラインの見直し。

リスク検証のためのCPI実験。

第一回CPI認定工場審査時期の検討。

審査基準、認定費用、ガイドラインを守らない会員が発生した場合の対処法を策定。

2027年4月  CPI総会

2027年10月 CPI総会

2028年4月   CPI総会



情報交換

使用実績、ASR対策、環境安全、etc。

ご質問でも結構です。
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